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緩
行
線
で
旅
す
る
醍
醐
味

＝
　
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
さ
て
、

春
の
佐
久
路
を

ゆ
っ
く
り
と
行
く

３
月
半
ば
、
今
年
も
す

っ
か
り
春
だ
。
ひ
と

月
前
の
句
会
の
兼
題
は

「薄
氷
」
だ

っ
た
。

田
仕
事
の
足
跡
の
ま
ま
に
薄
氷

コ
ロ
ナ
の
た
め
に
鎮
静
化
し
た
日
常
の
暮
ら

し
か
ら
目
覚
め
さ
せ
よ
う
と
、
自
然
は
転
機
を

人
間
社
会
は
こ
れ
を
受
け
留
め
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
…
…
。

３
月
初
め
、
長
野
県
佐
久
市
に
所
用
が
で
き
、

千
葉
県
松
戸
市
か
ら
出
か
け
た
。
旅
立
ち
の
朝

ま
で
ひ
と
駅
乗
車
。
駅
に
併
設
さ
れ
て
い
る
軽

る
と
、
書
道
で
書
い
た
パ
ネ

井
沢
町
立
中
軽
井
沢
図
書
館
で
、学
芸
員
に
「新

ル
が
迎
え
て
く
れ
た
。

器
　
は
、
傘
の
心
配
が
い
る
空
模
様
だ
っ
た
が
、
敢

え
て
傘
を
持
た
ず
に
電
車
に
乗

っ
た
。
そ
の
判

断
は
当
た

っ
た
。
ま
た
、
車
内
で
考
え
る
時
間

を
持
ち
た
く
て
、
新
幹
線
で
は
な
く
在
来
線
（東

エ
ネ
ル
ギ
ー
新
聞
」
の
最
近
号
を
手
渡
す
。
私

の
連
載
コ
ラ
ム

「挑
戦
者
の
履
歴
書
」
で
、
同

館
名
誉
館
長
の
青
木
裕
子
氏
に
つ
い
て
書
い
た

号
だ
。
本
用
件
と
も
関
わ
り
が
あ
る
。

そ
こ
か
ら

「借
宿
」
と
い
う
地
名
に
所
在
す

る
別
荘
ま
で
歩
い
て
３０
分
¨
沿
道
の
せ
せ
ら
ぎ

が
、蕗
の
重

（
フ
キ
ノ
ト
ウ
）
を
濯

っ
て
い
る
。

春
の
景
色
で
あ
る
。
別
荘
に
着
き
、
電
車
内
で

仕
上
げ
た
地
域
活
動
計
画
書
を
Ｐ
Ｃ
で

佐
藤
建
吉
　
「洸
楓
座
」

歩
く
が
、
下
り
坂

　

浅
間
山
を
右
手
に
見
て
３
駅
で
、
乗
り
換
え

間
山
が
鎮
座
し
て
い
る
．

な
の
で
歩
み
は
早

の
小
諸
駅
に
到
着
。
島
崎
藤
村
ゆ
か
り
の
懐
古

　

ま
さ
に
、
浅
間
山
は
こ

い
。　
　
　
　
　
　
園
に
寄

っ
て
み
た
い
が
、
Ｊ
Ｒ
小
海
線
に
直
ち

の
誇
り
と
愛
着
の
対
象
で

ま
も
な
く
信
濃

に
乗
り
換
え
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
源
で
あ
る
。

一尽
上
野
ラ
イ
ン
）
で
上
野
駅
か
ら
高
崎
駅
に
向

追
分
駅
に
着
い
た
。
同
駅
に
は

「暮
し
の
手
帖

　

所
用
の
目
的
は
長
野
県
佐
久
合
同
庁
舎
。
最

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
型
．

か
っ
た
。
信
越
線
で
群
馬
県
の
横
川
駅
を
降
り

社
」
の
別
冊
の
編
集
室
が
あ

っ
た
。
い
ま
は
そ

寄
り
駅
の
中
込
駅
ま
で
乗
車
。
車
窓
左
手
に
春

の
家
々
の
屋
根
に
ソ
ー
ラ

る
と
き
は
、
雲
に
割
れ
目
が
で
き
日
差
し
が
出

の
看
板
だ
け
が
残

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
の
佐
久
平
野
が
広
が
り
、
そ
の
先
の
天
空
に
浅

い
る
。
地
域
性
を
確
認
で

て
、
傘
は
無
用
の
空
模
様
と
な

っ
た
。
乗
り
継

着
、

１７
時
に
同
駅
を
発
ム

さ
ら
に
東
京
駅
か
ら
外
房

県
い
す
み
市
）
ま
で
最
終

し
た
。
以
上
の
旅
程
で
、
公

鉄
道
と
バ
ス
の
乗
車
時
中

た
。鉄

路
は
日
本
中
を
繋
ぎ

文
化
を
体
験
さ
せ
、
経
験

く
れ
る
。
空
間
移
動

（距

路
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、

最
大
の
価
値
が
あ
り
、
移
´

的
で
は
な
い
。
陸
路
の
場

け
で
な
く
、
そ
の
経
路
も

で
は
駅
で
あ
り
、
ま
た
乗
ヽ

（乗
降
客
）
と
の
交
流
が
一

産
品
や
地
域
性
の
魅
力
、

や
、
服
装
や
慣
習
な
ど
も
一

の
場
合
に
は
、
道
の
駅
や
、

地
域
特
質
が
魅
力
と
な
る
．

今
回
の
鉄
道
旅
行
は
、
一

弓
飛ベダ祠夢
亜
馨
雛
醍

馳
坊
置
疎
疎
つ
時ヽ

高轍錘
」しぃ鑢
界
で、歩い

春
の
気
配
が
濃
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
押

．σ
ラ
コ
初

ル
４
１
″
．
ｏ
ぉょ

υヽ
　
　
て
３０
分
。
途
中
、
千
曲
川
に
架
か
る
鉄
橋
を
渡

整
禁
験
に
。
ち奮
，で
由窪
一の
用
一電
島
いま
　
中
込
駅
に
￥
撼
螢
一に
到
着
。
駅
出
口
ま
で
る
。
全
国
路
の
５
分
前
に
一基
］に
到
着
。
意

せ
る
た
め
、
「し
な
の
鉄
遺
」
で
中
軽
井
沢
駅

は
、
木
造
の
跨
線
橋
を
通
る
。
そ
の
階
露
茅
Ｔ
一
見
交
換
を
無
事
終
え
た
。

【
　
一
（Ｄ
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
。
長
野
県
庁
に
提
出

‘
′

●

‐
　

す
る
書
類
を
持
ち
、
信
濃
追
分
駅
ま
で

ｔ
曼

　

　

徒
歩
で
２０
分
。
枯
葉
の
小
道
も
乾

‐き
春

″―
〓７
　

　

の
気
配
。
背
後
に
浅
間
山
を
背
負

っ
て

「焦
ら
ず
、慌
て
ず
、諦
め
ず
」

と
大
書
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
隣
の
額
に
は
、
「考

道
、
行
動
、
好
道
」
「未
来

の
あ
な
た
を
助
け
る
人
　
そ

れ
は
今
の
あ
な
た
で
す
」

と
あ
る
。

野
沢
南
高
校
書
道
部
の
作

品
だ
。
通
学
列
車
を
使
う
高

校
の
生
徒
た
ち
が
書
い
た
も

の
だ
。
地
域
の
暮
ら
し
を
守

り
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
も
あ
る
駅
舎
。
駅
と

野沢南高校書道部の掲示

こ
こ
ま
で
普
通
列

車
で
や

っ
て
き
た
。

帰
り
も
そ
う
し
よ
う

と
考
え
、
「
乗
り
換

え
検
索
」
。
小
海
線

を
小
淵
沢
駅
ま
で
、

中
央
線
に
乗
り
換
え

大
月
駅
ま
で
。
乗
り

換
え
て
高
尾
駅
経
由

で
東
京
駅
ま
で
特
別

快
速
で
帰
る
こ
と
に

し
た
。
同
日
を
振
り

返
る
と
、
朝
７
時
頃

に
松

戸
駅
を
出
発

し
、
中
込
駅
に
１４
時
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ま
も
な
く
信
濃

追
分
駅
に
着
い
た
。
同
駅
に
は

「暮
し
の
手
帖

社
」
の
別
冊
の
編
集
室
が
あ
っ
た
。
い
ま
は
そ

の
看
板
だ
け
が
残

っ
て
い
る
。

浅
間
山
を
右
手
に
見
て
３
駅
で
、
乗
り
換
え

の
小
諸
駅
に
到
着
。
島
崎
藤
村
ゆ
か
り
の
懐
古

園
に
寄

っ
て
み
た
い
が
、
Ｊ
Ｒ
小
海
線
に
直
ち

に
乗
り
換
え
た
。

所
用
の
目
的
は
長
野
県
佐
久
合
同
庁
舎
。
最

寄
り
駅
の
中
込
駅
ま
で
乗
車
。
車
窓
左
手
に
春

の
佐
久
平
野
が
広
が
り
、
そ
の
先
の
天
空
に
浅

地
方
と
東
京

の
時

間

の
流

れ

の
違

い

中
込
駅
に
１４
時
過
ぎ
に
到
着
。
駅
出
口
ま
で

は
、
本
造
の
跨
線
橋
を
通
る
。
そ
の
階
段
を
上

る
と
、
書
道
で
書
い
た
パ
ネ

ル
が
迎
え
て
く
れ
た
。

「焦
ら
ず
、慌
て
ず
、諦
め
ず
」

と
大
書
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
隣
の
額
に
は
、
「考

道
、
行
動
、
好
道
」
「未
来

の
あ
な
た
を
助
け
る
人
　
そ

れ
は
今
の
あ
な
た
で
す
」

と
あ
る
。

野
沢
南
高
校
書
道
部
の
作

品
だ
。
通
学
列
車
を
使
う
高

の
だ
。
地
域
の
暮
ら
し
を
守

、
ク
ラ
ブ
活
動
の
ギ
ャ
ラ

で
も
あ
る
駅
舎
。
駅
と

高
校
と
は
支
え
あ
う
関
係
で
あ
る
。

中
込
駅
を
出
て
佐
久
合
同
庁
舎
ま
で
、
歩
い

て
３０
分
。
途
中
、
千
曲
川
に
架
か
る
鉄
橋
を
渡

る
。
会
議
開
始
の
５
分
前
に
庁
舎
に
到
着
。
意

見
交
換
を
無
事
終
え
た
。

着
、

１７
時
に
同
駅
を
発
ち
東
京
駅
に
２２
時
着
。

さ
ら
に
東
京
駅
か
ら
外
房
線
の
三
門
駅

（千
葉

県
い
す
み
市
）
ま
で
最
終
電
車
で
移
動
、
帰
宅

し
た
ｃ
以
上
の
旅
程
で
、総
距
離
５
３
ｌ
Ｊ
研
、

鉄
道
と
バ
ス
の
乗
車
時
間
は
１２
時
間
で
あ

つ

こ
こ
ま
で
普
通
列

た
。

車
で
ゃ

っ
て
き
た
。
　

鉄
路
は
日
本
中
を
繋
ぎ
、
人
ば
か
り
で
な
く

帰
り
も
そ
う
し
よ
う

文
化
を
体
験
さ
せ
、
経
験
や
思
い
出
を
創

っ
て

と
考
え
、
「
乗
り
換

く
れ
る
。
空
間
移
動

（距
離
移
動
）
に
は
、
空

え
検
索
」
。
小
海
線

路
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
自
至

（発
着
）
地
に

を
小
淵
沢
駅
ま
で
、

最
大
の
価
値
が
あ
り
、
移
動
の
プ
ロ
セ
ス
は
目

中
央
線
に
乗
り
換
え

的
で
は
な
い
。
陸
路
の
場
合
に
は
、
自
至
地
だ

大
月
駅
ま
で
。
乗
り

け
で
な
く
、
そ
の
経
路
も
大
事
と
な
る
。
鉄
路

換
え
て
高
尾
駅
経
由

で
は
駅
で
あ
り
、
ま
た
乗
り
降
り
す
る
人
び
と

で
東
京
駅
ま
で
特
別

（乗
降
客
）
と
の
交
流
が
あ
る
。
同
時
に
、
地

快
速
で
帰
る
こ
と
に

産
品
や
地
域
性
の
魅
力
、
方
言
の
め
ず
ら
し
さ

し
た
。
同
日
を
振
り

や
、
服
装
や
慣
習
な
ど
も
興
味
深
い
。
自
動
車

返
る
と
、
朝
７
時
頃

の
場
合
に
は
、
道
の
駅
や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

に
松

戸
駅
を
出
発

地
域
特
質
が
魅
力
と
な
る
。

し
、
中
込
駅
に
１４
時

　

今
回
の
鉄
道
旅
行
は
、
春
先
の
景
色
が
魅
力

に
違
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一̈一

慌
た
だ
し
い
東
京
で
は
、
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
　
出̈

ン
の
相
対
性
理
論
の
よ
う
に
、
距
離
は
短
く
な
　
出̈

り
、
時
間
は
速
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
す
　
器

る
と
、
先
の
野
沢
南
高
校
生
の
、
３
つ
の

「あ
　
出̈

○
○
ず
」
は
、
「地
域
文
化
」
を
意
味
づ
け
る
メ
ッ
　
¨̈
一

セ
ー
ジ
と
し
て
、
興
味
深
く
思
わ
れ
た
。
　
　
　

一̈一
＝

一　

１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。
東
京
都
立

　̈
＝

大
院
卒
。
元
千
葉
大
大
学
院
工
学
研
究
科

　̈
¨̈
¨

准
教
授

（金
属
疲
労
専
攻
）
。
金
属
疲
労

一　
¨̈
¨

朝
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間
山
が
鎮
座
し
て
い
る
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
つ
た
ｏ
沿
線
が
魅
せ
て
く
れ
る
自
然
は
本
　
＝

ま
さ
に
、
浅
間
山
は
こ
の
地
に
住
む
人
び
と

物
の
３
Ｄ
の
世
界
で
、
元
気
と
精
気
を
奮
い
起
　
¨̈
¨

の
誇
り
と
愛
着
の
対
象
で
あ
り
、
地
域
の
観
光

こ
し
て
く
れ
る
。
ま
た
時
間
の
流
れ
の
違
い
に
　
¨̈
一

資
源
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
気
付
か
さ
れ
た
。地
方
鉄
道
は
、比
較
的
ゆ
っ
　
¨̈
¨

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
も
盛
ん
で
、
沿
線

く
り
走
る
が
、中
央
線
の
電
車
は
（特
快
は
取
り
　
¨̈
¨

の
家
々
の
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
光
っ
て

分
け
）
速
い
。
東
京
と
地
方
で
は
、
時
計
の
盤
　
¨̈
¨

い
る
。
地
域
性
を
確
認
で
き
る
。　
　
　
　
　
　
面
は
同
じ
で
あ
る
が
、
時
間
の
進
み
方
が
確
か
　
¨̈
¨

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の
テ
ー
マ
の
研

究
開
発
に
努
め
る
と
と
も
に
日
本
各
地
の

地
域
お
こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー
カ

ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ
ラ
ボ
で
地
域

再
生
を
図
る
地
酒

「鐵
の
道
」
の
製
造

・

販
売
を
企
画
、
す
で
に
１０
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。　
一
般
社
団
法
人

一
「洸
楓
座
」
代
表
。
「全
国
ふ
る
さ
と
大
使

¨
連
絡
会
議
」
理
事

R■、

|


